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Abstract
　The aim of the paper is to report on the practice of the group therapy for girls with pervasive 
developmental disorders (PDD).  First of all, the author introduces the plan of the group program for girls 
with PDD.  It was considered that they are requesting her companion who has a similar characteristic. 
Next, the author practiced the group therapy.  The group became a form to which the author and Peer 
Helper (undergraduate student) supported the girl with PDD.  We approached her problem by Applied 
Behavior Analysis (ABA).  As a result, her problem behavior improves, and daily life is steady. Hereafter, 
the group activity for girls with PDD begins in full scale.  It is necessary to execute the ABA approach to 
an individual problem in addition to the group therapy.
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Ⅰ．はじめに
　広汎性発達障害（以下，PDD と記す）の疫学的
調査によると，その発生性比は1.33から16.0と幅が
あるが圧倒的に女児の発生率が少ないという見解が
支持されている（Fombonne E, 2003）．女児・女子
例の少なさゆえ，女子例への支援についての報告は
男子事例に比べ少ない．昨今の研究報告では，児
童期・青年期の PDD 児・者に対し，応用行動分析
的アプローチを用いたグループ支援の有効性が唱え
られ（井澤・井上ら，2007），自治体や民間団体主
催のグループやデイケアでの試行もあるが，女子
の参加者が少ないことが報告されている（杉山，
2005）．一方で，PDD 女児を育てる保護者との個別
相談場面では，障害特性に関する質問や悩みに加え
て，女性特有の問題（性や身だしなみについて等）
に関する相談が増える．この傾向は，PDD 女児・
女子が女性としての発達段階に応じた心理教育やア
プローチを受けることの必要性と，保護者支援の一
環として展開されるべき支援であることが示唆され
る．
　一方，応用行動分析のストラテジー（strategy; 
戦略）は，教育・医療・福祉・看護・リハビリテー
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ションなど，多くのヒューマンサービスの領域で用
いられ，大きな臨床上の実績をあげている（山本，
2005）．このストラテジー（戦略）は，個人に起き
ている問題を「個人と環境との相互作用」からとら
え，「順序だった攻略」手続きを明確に立案できる「ス
トラテジ ・ーマップ」の作成から始まる．そして，「タ
クティクス（tactics; 戦術）」というテクニックを用
いてアプローチするという技法だといえる（武藤，
2007）．しかし，タクティクスを有効活用するため
の必要なストラテジーが，未だ明確とは言えず，理
論としての弱さが指摘されている．近年，ある問題
に対する解決には，さまざまな視野から介入してい
く包括的支援の有用性が唱えられていること，特別
支援教育が始まっていること，生態学的アプローチ
の観点，等をふまえ「ストラテジー」と「タクティ
クス」の関係性を明確にしていく指向性は，社会的
にも非常に意義があると考えられる．
　そこで，本研究では発達段階や成長に応じた女児・
女子特有の問題を，個人の「心の中の働き」である
とは考えずに，「個人と環境との相互作用」からと
らえ，子どもに必要な行動レパートリーを増やして
いくように支援するアプローチを実施するフィール
ドから検討していきたい．過去の研究では，攻撃性
やひっこみ思案を示す女児への調査やアプローチに
関する報告はいくつか見られるが（佐藤，2002，佐藤・
佐藤，1998），上述したように PDD 女児・女子のみ
のグループ支援に注目し，実践した研究は非常に少
ない．神谷（2007）は，女子同士でスキルを獲得す
る機会を積極的に提供する必要性を論じている．
　そこで今回は，PDD 女児・女子グループの立ち
上げとプログラム立案，それに基づいた実践の経過
を報告し，考察を加えることを目的とする．
Ⅱ．方法
１．グループの概要
　グループの名前を「あでりーくらぶ」とし，２～
３名の少人数制を基本とした．また，本大学心理相
談室へ来所できることと，小学校高学年から高校生
の年齢層を対象とすることとした．参加者は，医療
機関等で広汎性発達障害（PDD）のほか，自閉症・
高機能自閉症・AD/HD 等の診断を受けていること，
あるいは，そのための経過観察中であることを条件
として募集した．
　実施頻度は，参加者の状況に応じて変更できる体
制としたが，基本的には毎週火曜日午前11時から午
後12時半までをグループ活動日時として設定した．
開催場所は本大学の臨床心理相談研究所内の１室を
利用した．ここは，キッチンやユニットバス，畳の
部屋などが設置されており，冷蔵庫や電子レンジ，
ポット，テレビ等，一般の家庭に通常あるものが用
意されている．ADL の確立や SST などの様々な訓
練やセラピールームとして利用されている．
２．グループ参加までの流れ
　あでりーくらぶについての説明と応募方法は，①
地域の関係機関・専門職へ伝達する方法，②本大学
心理相談室のホームページにて告知する方法，の２
つを主に行った（図１）．また，本研究を実施する
にあたり，指導・助言を依頼している専門医を介し
ての紹介も行われている．
３．プログラム案について
　PDD 女児・女子にとって必要だと考えられる知
識やスキルの仮説を立てることから開始し，グルー
ププログラムの立案を行った．ここでは，田中（2006）
の「軽度発達障害のある子のライフサイクルに合わ
せた理解と対応」と，神谷（2007）と藤野（2007）
等と，専門職（医師・心理士・訓練士等）からの意
見を参考にした．また，グループの募集では，女子
同士であることを明確に示し，参加者の積極的な目
的意識を促した（図２）．
　本研究で実施するグループは，参加者の既存スキ
ルと年齢等に応じてプログラム内容を変更・修正す
る必要があった．その条件のもと，共通のテーマと
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して取り上げるものを決定している．それは，『クッ
キング』『身だしなみ・スキンケア』『一般的なふる
まい（話し方・聞き方）』『ショッピング』『女性の
からだ』『自分を守る方法』などである．これらのテー
マを，各参加者の状況に応じてアレンジし，活動計
画をたてた．そして，自らの障害の特性について学
習する機会を設定した．さらにここでは，参加者が
抱いている困り感への対処法について行動論的介入
を行った．
Ⅲ．実践報告
　本報告では，あでりーくらぶ継続中であること
と，参加者が特定されないようにするため，一部内
容を変えて報告している．また，今回報告する症例
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は，大学生が Peer Helper（ピアヘルパー）として
参加した計４回の内容である．“Peer”は「仲間」，
“Helper” は「助ける人」という意味を持つ．つまり，
ピアヘルパーは直訳すれば仲間を助ける人というこ
とになる．青年や学生なら誰でも遭遇する問題の相
談相手になる，あるいはピアグループ（たとえば各
種サークルなど）の世話役をつとめるのがピアヘル
パーの活動許容範囲といわれる（日本教育カウンセ
ラー協会）．不登校や障害をもつ子どもたちのサポー
トをする役割も期待されている．
１．参加者とスタッフの構成
・PDD の診断を受けている女児　15歳（以下，A
とする）
・ピアヘルパーとして参加した女子学生　21歳（以
下，B とする）
・メイントレーナー（筆者，以下 MT とする）と
サブトレーナー（以下，ST とする）として参加
した女子学生，計４名で活動した．
２．頻度
　X 年５月～９月，月１回の頻度で，１回約２時間
の活動とした．
３．プログラム構成
　各回のスケジュール内容を表１に示す．
４．活動の流れ
　あでりーくらぶの活動は，毎回ほぼ同じ流れで実
施した．また，活動を開始する前には MT が親子
表１
面接を行い，前回参加してからの状況や変化を確認
することとした．そして，活動の最後には，おやつ
タイムを取り入れて参加者と保護者，スタッフの全
員で過ごす場面を設定することとした．例として，
第２回目の活動の流れを表２に示す．
５．活動の経過
①あでりー学びの時間
【第１回：あでりーくらぶについて】
　あでりーくらぶの目的や今後の予定など，いわゆ
る契約について相互に確認する作業を行った．その
後，参加スタッフを含めた自己紹介を「自己紹介シー
ト作成」と「発表」「質問タイム」として区切り，
実施した．
【第２回：特性について】
　あでりーくらぶに参加する女児・女子は，自らの
障害についてその特性を知っていることが前提にあ
る．しかしながら，PDD の特性は一人一人その特
徴が違っていて，獲得しているスキルや行動パター
ンは異なる．また，彼女たちが生活する環境は個々
に違うため，環境と個人の相互作用として生じる問
題や困り感は，さらに個々それぞれのものとなる．
しかしながら，特性について正確な知識をもつこと，
知ることは，暮らしにくさの軽減になり，暮らしや
すさの工夫に役立つこととして機能する．このこと
を踏まえ，「あでりー学びの時間」で PDD やアス
ペルガー障害についての知識を学ぶ時間を設定した
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表２
（表１）．プロジェクターとレジュメを用いて，視
覚機器を活用した．この学びの最後に，「今後，あ
でりー学びの時間に一緒に学びたいこと，知りたい
こと」をアンケート調査し（表３），A が特に知り
たいと考えている項目を確認した．その結果，特性
についての項目と，感情のこと，趣味のことを主に
学びたいと考えていることがわかった．
【第３回：ABA を学ぼう】
　A の困り感を応用行動分析（ABA）的介入によ
り改善することを目的に，「ABA をうまく使って
生活しよう」というテーマで学びの時間を設定した．
ここでは，セルフマネージメントの構成要素でもあ
る自己観察記録を用いた．この自己観察記録が，A
自身の困っている行動を変容させ得る機能をもつと
考えられたからである．A は，「イライラするのを
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表３
減らすため，散歩や料理，掃除を増やす」と目標を
自己決定し，また，いくつかの記録法から１つの記
録法を選択した（図３）．この回のあでりー学びの
時間は，保護者も同席していただいた．これは，
ABA の機能を親子で知ることと，記録（ホームワー
ク）について保護者の協力を得るためだった．
【第４回：①セルフマネージメント】
　ホームワークの確認と，ステップアップ講座とし
て，自己強化を取り入れる方法を教示した．この回
も，保護者同席で実施している．あでりーくらぶは，
月１回の頻度であるため，自己記録（ホームワーク）
を確認したり，強化を得たりする機会が設定されに
くく，ホームワークが持続しにくいという問題があ
る．この問題を解消するため，いくつかの選択肢の
中から，A は保護者からトークン（好子）１）を得る
ことを決めた．自己強化の好子を保護者が自宅で与
える手続きをとることは，途切れがちだった記録行
動を持続させる効果があった．
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【第４回：②こんなときどうする？～自分を守る編～】
　ここではマンガ形式の教材を用いた．アスペ・エ
ルデの会が発行している「女の子用ワークブック」
の一部を用いて，「自分をまもる」について学ぶこ
とを目的とした．教材はクイズ形式になっていて，
危険な場面を想定させ，自分ならどのような行動を
とるかを考え，選択肢から選ぶ，という手続きになっ
ている．それを A と B それぞれが記入したあと，
話し合う時間を設けた．A から，危険な場面に遭
遇したことがある体験が話された．また，B も同様
であったため，お互いにそのときの気持ちや実際に
とった行動について，そしてこれからどうすればよ
いのか，という話題がひろがり，話し合いが展開した．
②あでりーエクササイズ
　「すてきな女の子計画」というテーマをかかげて，
活動内容を考案した．まず第１回目は，クッキング
の事前準備を行い，第２回目に簡単なクッキングを
実施した．第３回目はスキンケアや服装と個性につ
いての話を取り入れ，第４回目は「ちょこっとチャッ
ト」という教材を用いて，保護者同伴で“おしゃべ
り”を楽しむ設定とした．A は，自らの体験や作
業の提案など，積極的に参加することができてい
た．また，B 自身の話や A に対する B のコメント，
活動中の発言に非常に好意的な反応を示した．よく
笑い，ほめる言葉や共感する言葉を用いることが目
立った．また，母親の話すエピソードへも興味を抱
き，「初めて聞いた」と嬉しそうな反応を見せるこ
ともあった．
③外見の変化
　A は回を重ねるごとに，いわゆる女の子らしさ
を印象付ける外見に変化していった．好みの服装や
小物には適度なこだわりもあり，“おしゃれ”につ
いて話し合える場となっていたようである．
④心理検査（POMS 短縮版）の変化
　各回の活動前には，「１週間の気分」を確認でき
る POMS 短縮版を実施した．その変化を，第１回
目と第４回目の比較にしぼり図４に示す．特に，第
１回目実施時に高かった「抑うつ」「混乱」「疲労」
の T 得点が第４回目には低下している．「怒り」「緊
張」の T 得点には変化が見られなかったが，「活気」
の T 得点が増加した．この時期，A は日常場面で「学
校」「バイト」「習い事」への参加意欲を示した．
⑤アンケート結果
　あでりーくらぶの活動終了後，毎回自作アンケー
ト（５件法）を実施した．そこには，「学びの時間
について興味がもてた」「エクササイズはわかりや
すかった」などの参加への興味・理解度をたずねる
ものと，「自由に発言できた」「意見を聞いてもらえ
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た」などの参加達成感などを問うものが含まれてい
る．毎回，全ての項目において「とてもよくあては
まる」の得点を得た．
６．考察
　女性としてのスキルや知識の獲得を促す機会と保
護者への情報を提供し，さらに応用行動分析的立場
から，困り感や問題となる行動を変容させるアプ
ローチを実施した．「あでりー学びの時間」では，
障害特性や困り感に焦点をあてた内容となり，「あ
でりーエクササイズ」では，女の子同士で“おしゃ
べり”を楽しむ場面になることを工夫した．
　ピアヘルパーとして参加した学生は，A にとって
年齢の近しい同性として影響し，モデルとしての機
能や人はそれぞれ個性があり，得手不得手や考え方
の違いがあることを知る存在となったと思われる．
「学校では，こんなおしゃべりできない」と親子面
接で報告があったことからも，A が女の子同士の
話を楽しめていることが伺えた．また，母親の経
験談や気持ちなどを聞く機会を設定したこと，MT
や ST も“おしゃべり”に参加する場面を設定した
ことから，より一層他者理解を促すことになったと
思われる．同時に，自己理解が深まったことと，日
常場面でイライラが減少してきたことが，活動性を
高めたのではないかと推察された．A は，バイト
をしたり，習い事を再開したりする気持ちが強まっ
たことを報告している．しかしながら，失敗体験の
記憶もリンクしていることが考えられたため，高い
目標ではなく実施可能な目標を設定することを促し
た．また，仕事への興味や関心を示すといった「将
来（おとなの女性へ）」についても語るようになっ
ている．外見も女の子らしさが増すという変化があ
り，あでりーくらぶに参加することで，それまでと
は違う関心や興味の拡がりがあったのではないかと
思われる．日詰（2005）は，青年期の広汎性発達障
害者が，同じ仲間と出会い刺激を受けながら成長し，
社会生活を頑張っていこうとする際に，同年代の仲
間が支えになっていることを報告している．一方，
青年や大人の場合，その能力や問題が「あまりにも
似ていない場合」は解散するグループ活動が多く，
「普通の」グループ・セッションではなく専門家が
他者の心理状態の理解や社会的能力を教示すること
を主としたグループ治療が効果的といわれている
（Christopher, 2002）．しかし，何よりも大切なの
は個別のアプローチであるという．一人ひとり異な
る人間であることを考慮すべきで，画一的な介入は
適しない．したがって，本研究におけるグループも
「女性」と「同年代」というキーワードで活動する
ことを主眼とするが，参加者の困り感や問題となる
行動へのアプローチは，個別プログラムを作成する
必要があると考えている．
Ⅳ．まとめと今後の計画
　現在，あでりーくらぶではピアヘルパーだけでな
く，同じ特性を有する仲間を交えたグループを実施
している．小林ら（2004）や豊田（2007）が指摘し
ているように，まずは参加者たちが活動を楽しいと
感じることで集団（グループ）への所属感の土台を
作ることが重要と思われる．彼女たちが求めている
仲間との出会い，関係づくりを支援すると同時に，
個々の問題や困り感に対しては「個人と環境との相
互作用」からとらえ，行動論的アプローチを実施し
ていきたい．そして，「ストラテジー」と「タクティ
クス」の関係を明確にすることを目的とし，検証を
すすめていく．
　なお，本研究は平成20年度科学研究費補助金（若手B）
および吉備国際大学共同研究費の助成を受けて実施さ
れた．ここに深謝いたします．
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１） 特定の行動を生起させた場合に強化子提供されるシステム．この特定の行動は，セラピストとクライエント双方
による合意に基づいて決められる．クライアントがその特定の行動を生起させた場合，何らかの象徴的な強化子
（トークン）が報酬として与えられる．その後，トークンは，具体的な強化子（物品や遊び等）や他の種類の強
化子と交換することができる．クライアント本人と協同して，クライアントの行動に影響を与えていこうとする
応用行動分析的な介入方法の１つである．
